
1

２０１７年度向け調整⼒の確保に関する実績の取りまとめについて
（報告）

第３２回調整⼒及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料５
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4１．２０１７年度向け調整⼒公募について

 ２０１７年度（平成２９年度）向けの調整⼒公募は電源Ⅱの細分化をする前の公募であり、電源Ⅰ－ａ、電
源Ⅰ－ｂ※、電源Ⅰ´※、電源Ⅱを含めて計４区分で募集が⾏われた。
※電源Ⅰ－ｂは東京、中部、北陸、関⻄、四国、沖縄エリアのみ、電源Ⅰ´は東北、東京、中部、関⻄、九州のみで募集

出所）第１７回制度設計専⾨会
合（2017年4⽉25⽇） 資料５
http://www.emsc.meti.go.jp
/activity/emsc_system/pdf/0
17_05_00.pdf



5（参考）電源Ⅰ・Ⅰ´公募結果（２０１７年度向け）

出所）第１８回制度設計専⾨会合（2017年5⽉31⽇） 資料３
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/018_03_00.pdf



6（参考）電源Ⅰ・Ⅰ´公募結果（２０１７年度向け）

出所）第１８回制度設計専⾨会合（2017年5⽉31⽇） 資料３
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/018_03_00.pdf



7（参考）電源Ⅰ´公募結果

出所）第１８回制度設計専⾨会合（2017年5⽉31⽇） 資料３
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/018_03_00.pdf



8（参考）電源Ⅱ公募結果

出所）第１８回制度設計専⾨会合（2017年5⽉31⽇） 資料３
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/018_03_00.pdf
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10２．調整⼒の確保に関する実績について

 送配電等業務指針 第24条に基づき、⼀般送配電事業者は当該年度の開始前に広域機関に調整⼒の
確保に関する計画を提出し、当該年度の終了後に確保に関する実績も提出することとなっている。

 今回は、計画に基づいて⼀般送配電事業者が調整⼒を適切に確保していたかを確認した。

 なお、当該実績には以下の３点について記載されている。
(ⅰ)電源Ⅰ・Ⅱ・Ⅰ´における送配電による確保量と出⼒変動幅については、⽉単位の実績値を記載
(ⅱ)補修等により電源Ⅰが不⾜した場合は、確保した代替電源等の⽉単位の確保量を記載
(ⅲ)調整⼒のスペックに期中変更があった場合は、当該発電所名（もしくはユニット名）と変更理由を記載
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12２－１．電源Ⅰの確保状況
（参考）電源Ⅰ必要量の考え方

出所）平成２９年度調整⼒の公募にかかる必要量等の考え⽅について（2016年10⽉18⽇）
https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/2018_chouseiryoku_hitsuyouryou.html



13２－１．電源Ⅰの確保状況
（参考）電源Ⅰの募集容量について

出所）制度設計専⾨会合（第９回） 資料６－１（2016年7⽉28⽇）
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/009_06_01.pdf

 電源Ⅰの募集については、各⼀般送配電事業者が⻑期（年間）をベースに募集し、各⽉の必要量を確保できる
範囲内で定期点検等、⼀定の補修停⽌を認めることとしている。



14２－１．電源Ⅰ等の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰの確保量
 各⼀般送配電事業者の２０１７年度各⽉の電源Ⅰの確保量（実績）は以下のとおり。
 概ね、各⽉H3の7%よりも多く電源Ⅰを確保をしていた。
 関⻄エリアの2⽉は確保量が各⽉H3の7%を下回っていたが、実需給では電源Ⅱの余⼒と併せて運⽤してい

た。
 沖縄エリアの7、11〜2⽉は確保量が電源Ⅰ※の必要量を下回っていたが、実需給では電源Ⅱの余⼒と併せて

運⽤していた。
※エリア内単機最⼤ユニット分＋電源Ⅰ－a必要量



15２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（参考）各一般送配電事業者の電源Ⅰ確保量のグラフの見方

①調整⼒公募の落札容量
（停⽌⽇数等による容量の

圧縮をした数値）

②年間ピーク⽉に最⼤量の調
整⼒を確保

（落札容量を超える原因は
次ページで説明）

③端境⽉は募集容量よりも少
ない確保量

④落札した電源、各⽉H3の7%を
満たせないときは代替電源を確保
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16２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（参考）公募時における停止日数の考慮方法と月間計画との関係

応札出⼒ 年間停⽌⽇数を
評価後の出⼒

100MW 90MW （例）
東京電⼒パワーグリッドの2017年度向け調整⼒公募に
応募したときを考える。
年間停⽌可能⽇数（50⽇※）を超える年間停⽌⽇
数（例えば81⽇）の電源を100MW分だけ応札したと
きは、その電源の評価を以下の式に沿って⾏う。

100MWൈ
365 െ 81
365 െ 50 ൌ 90MW

（⼩数点第1位は四捨五⼊）
※東京電⼒パワーグリッドの場合

定期点検を計画している場合は停⽌⽇数がある⽉に集中することもあり、⽉によっては評価後の出⼒よりも⼤きな値と
なることがある。
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17２－１．電源Ⅰの確保状況
（参考）落札者の決定方法

 東京電⼒パワーグリッドの平成28年度電源Ⅰ募集要綱には落札⽅法について以下の記載がある。

出所）平成28年度電源Ⅰ募集要綱 電源Ⅰピーク調整⼒(kW)および電源Ⅰ需給バランス調整⼒(kW/kWh)
http://www.tepco.co.jp/pg/company/press-information/press/2016/pdf/161031j0202.pdf



18２－１．電源Ⅰの確保状況
（参考）電源Ⅰの代替電源

 東京電⼒パワーグリッドの平成28年度電源Ⅰ募集要綱には代替電源について以下の記載がある。

出所）平成28年度電源Ⅰ募集要綱 電源Ⅰピーク調整⼒(kW)および電源Ⅰ需給バランス調整⼒(kW/kWh)
http://www.tepco.co.jp/pg/company/press-information/press/2016/pdf/161031j0202.pdf



19２－１．電源Ⅰ等の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰの確保量

北海道 電源Ⅰの確保計画（左）・確保実績（右）の内訳
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電源Ⅰの確保計画（左）・確保実績（右）の内訳
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①確保計画（左）について
︓代替電源
︓代替電源以外

②確保実績（右）について
︓代替電源
︓代替電源以外

③その他
︓落札容量
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各⽉H3の7%

＜凡例＞



20２－１．電源Ⅰ等の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰの確保量

東京 電源Ⅰの確保計画（左）・確保実績（右）の内訳
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中部

（単位︓MW）

電源Ⅰの確保計画（左）・確保実績（右）の内訳

4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

（単位︓MW）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

①確保計画（左）について
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︓代替電源以外

②確保実績（右）について
︓代替電源
︓代替電源以外

③その他
︓落札容量
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各⽉H3の7%

＜凡例＞
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２－１．電源Ⅰ等の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰの確保量

北陸 電源Ⅰの確保計画（左）・確保実績（右）の内訳
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※実需給では電源Ⅱの余⼒と併せて運⽤していた。

①確保計画（左）について
︓代替電源
︓代替電源以外

②確保実績（右）について
︓代替電源
︓代替電源以外

③その他
︓落札容量
︓供給計画第1年度

各⽉H3の7%

＜凡例＞



22２－１．電源Ⅰ等の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰの確保量

中国 電源Ⅰの確保計画（左）・確保実績（右）の内訳
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②確保実績（右）について
︓代替電源
︓代替電源以外

③その他
︓落札容量
︓供給計画第1年度

各⽉H3の7%

＜凡例＞



23２－１．電源Ⅰ等の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰの確保量

九州 電源Ⅰの確保計画（左）・確保実績（右）の内訳
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＜凡例＞



24２－１．電源Ⅰ等の確保状況
電源Ⅰ・Ⅱの出⼒変化速度

出⼒変化速度の分布（計画）

定
格

出
⼒

に
対

す
る

出
⼒

変
化

速
度

※
１
[％

／
分

]

※1︓出⼒変化速度が１００％／分を超えるものは1分未満で定格出⼒まで変化可能であることを⽰す。
※2︓コークスガス／ＬＮＧや⽯炭／⽯油等の混焼発電設備
※3︓制御⽅式毎に出⼒変化速度が異なる電源もあり、同⼀電源で複数プロットしている場合もある。

⽯炭 ⽯油 ＬＮＧ その他※２ 揚⽔式 ⾃流式 貯⽔池式 調整池式

出⼒変化速度の分布（実績）

定
格

出
⼒

に
対

す
る

出
⼒

変
化

速
度

※
１
[％

／
分

]

︓スペック変更無しの電源
︓スペック変更有りの電源a
︓スペック変更有りの電源b
︓スペック変更有りの電源c
︓スペック変更有りの電源d
︓スペック変更有りの電源e
︓スペック変更有りの電源f
︓スペック変更有りの電源g
︓スペック変更有りの電源h
︓スペック変更有りの電源i
︓スペック変更有りの電源j

＜凡例※3＞

⽯炭 ⽯油 ＬＮＧ その他※２ 揚⽔式 ⾃流式 貯⽔池式 調整池式
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 電源Ⅰ、Ⅱの９ユニットにおいて、出⼒変化速度の変更があったが全体的に⼤きな変化は⾒られなかった。
 なお、出⼒変化速度の変更は電源Ⅰーa、Ⅰーb、Ⅱーa、Ⅱーbの要件を満たしていた。
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26２－２．電源Ⅰ´の確保状況
（参考）電源Ⅰ´必要量

出所）平成２９年度調整⼒の公募にかかる必要量等の考え⽅について（2016年10⽉18⽇）
https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/2018_chouseiryoku_hitsuyouryou.html



27２－２．電源Ⅰ´の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰ´の確保量

 ２０１７年度の電源Ⅰ´確保量の実績は、必要として落札した量を全てのエリアにおいて確保していた。
 なお、東北・中部・関⻄エリアは夏季のみを募集の対象とし、東京・九州エリアは夏季と冬季を募集の対象とした。
 また、関⻄・九州エリアはそれ以外の期間も事業者に余⼒があれば供出を求めていた。
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28２－２．電源Ⅰ´の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰ´の確保量
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29２－２．電源Ⅰ´の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰ´の確保量
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（単位︓MW） 電源Ⅰ´の確保計画（左）・確保実績（右）
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２－２．電源Ⅰ´の確保状況
各⼀般送配電事業者の電源Ⅰ´の確保量（落札候補者の契約辞退）
 あるエリアにおいては、落札候補者との契約に係る協議の段階で、落札候補者の計画に基づき調整⼒の確保に関

する計画を策定した。しかし、協議した結果、各事業者の容量が⼤きく増減することになった。
 具体的には、複数の事業者が契約を辞退した⼀⽅で、辞退によって不⾜した必要量を補うべく、容量の増加に応じ

た事業者がいた。
 なお、容量の増加に応じた事業者がいた結果、必要量を満たした実績となった。

調整⼒確保計画提出時点の計画に対する実績（8⽉※1）

計画提出時の⾒込み容量

※2 ※2

※1︓募集の対象である他の⽉も同様であった。
※2︓協議が折り合わず容量が減少した。

必要量を満たすまで
他社の不⾜分を補った

︓実績容量

︓容量不⾜分

＜凡例＞

※2※2※2※2



31まとめ
 電源Ⅰは概ね年間にわたって需要の各⽉H3の7%を満たして確保していた。

 関⻄エリアの2⽉は確保量が各⽉H3の7%を下回っていたが、実需給では電源Ⅱの余⼒と併せて運⽤していた。
 沖縄エリアの7、11〜2⽉は確保量が電源Ⅰ※の必要量を下回っていたが、実需給では電源Ⅱの余⼒と併せて運⽤していた。

 電源Ⅰ・Ⅱの出⼒変化速度は⼀部変更されていたが、全体的には変化がなかった。
 電源Ⅰ´は年間にわたって必要量を満たして確保していた。

※エリア内単機最⼤ユニット分＋電源Ⅰ－a必要量


